職　員　研　修　研　究　部

　部長　菊野　大（春日部・江戸川小中）

１　研究主題
　多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成

２　研究の趣旨と視点
(1) 趣旨
変化の激しい社会を生き抜いていける人を育成していくためには、教員自身が時代や社会、環境の変化を的確につかみ取り、その時々の状況に応じた適切な学びを提供していくことが求められる。今後、改めて教員が高度専門職業人として認識されるためには、自律的に学ぶ姿勢をもち、時代の変化や自らキャリアステージに応じて求められる資質能力を、生涯にわたって高めていくことのできる力が必要とされる。
そのためには、教員一人一人が専門職としての高度な知識・技能をもつとともに、高い倫理観に立ち、使命感溢れる指導力を発揮して、生徒や保護者、地域の信頼を獲得することが不可欠である。
また、教員自らが個々の生徒の多様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応できる指導力の向上を図ることが重要である。さらに、心理や福祉等専門スタッフなど多様な人材と協力したり、地域と連携・協働を円滑に行ったりする資質・能力をもち、諸課題の解決に取り組むことができる人材の育成が急務である。
(2) 研究の視点
① 教科等の専門性と指導力を高める人材育成
と研修の在り方
② 生徒や保護者、地域の信頼にこたえられる資
質・能力を備えた教員の育成と研修の在り方
③ 地域等と協働し、組織的に諸課題の解決に
取り組むことができる教員の育成

３　研究の具体的計画
(1) 研究主題に沿った各班の研究
　今年度の研究主題のもと、県内東西南北各班の校長会で情報交換を行うとともに、それぞれの地域の実態に応じた研究を深化させ、全体研究協議会の充実を図るものとする。
(2) 事業計画
5月26日　定期総会・全体研修会(分科会：第
[bookmark: _Hlk120545187]1回「教職員研修研究部会」)[Zoom]
6月16日・17日　関東甲信越地区中学校長会
　　　　　　 第74回研究協議会埼玉大会[Zoom]
発表者：戸田市立新曽中学校　板橋　哲　校長
10月20日・21日　全日本中学校長会研究協議会
　　　　　　　　　北海道大会[Zoom]
[bookmark: _Hlk120545441]1月31日　全体研究協議会・分科会：第2回「教
職員研修研究部会」[Zoom]

４　研究組織
(1) 役員
　  部　長　　菊野　大　（春日部・江戸川小中）
　  副部長　　鈴木　浩明（狭山・入間川中）
　  副部長　　中島　毅　（春日部・飯沼中）
　 会　計　　内海幸一郎（富士見・勝瀬中）
　  記　録　　村田　正則（上尾・大石中）
　  記　録　　稲泉　功　（朝霞・朝霞第四中）
(2) 部員数
　  東　部（北埼玉・埼葛）　　　11名
　　西　部（入間・比企）　　　　12名
　　南　部（さいたま市を除く）　 9名
　　北　部（秩父・児玉・大里）　 6名

５　研究活動
(1) 第1回部会[Zoom]
　　期日　　令和4年5月26日
　　内容　・今年度の研究主題、事業計画の確認
　　　　　・第74回研究協議会埼玉大会発表者
等の確認
(2) 全体研究協議会及び第2回部会（分科会）
[Zoom]
　　期日　　令和5年1月31日
　　内容　・次年度の役員等の確認

６　今後の計画
(1) 令和5年度の役員分担
　　部長 (1) 西部　　副部長 (2) 西部1・南部1
　　会計 (1) 南部　　記録 (2) 北部2
(2) 令和5年度分科会提案発表者
　　東部1
